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プレゼンテーションの要旨  
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電話相談件数の推移  

患者と医療者の深い河・異文化圏  
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患者国家族の声  

相談に届くナ肋スの苦情に見る‘占ズレ”  

・パⅦキンソン病の患者の前で…E  

・ガラス越しに見るNICUの日常  

・王レベ軒タの中のナ出ス同童の会話  

。目の前でドクタ問とチ四呆が対宣する  

・大腸ポリ可プ摘出後、チ皿呆の連携の悪さで…ヨ  

。がん末期患者の病室に消臭剤  

⑳洗髪時の紙オムツ  ひと昌とが足りない  

。「飯食った？」F何やってるの！」  

合 質問じても意味なく笑∋てごまかした  

笑顔白まなざし笥≡とば  
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患者を取り巻く背景  

患者の“発達過程”   
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成熟した判断能力⇒自立  

医療の限界d不確実性を引き受けてなお、  

主体的に医療参加する  
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電話相談≡由諾⑳世代間格差  

患者の基本的医療二四ズ  

安心・納得  

協働する人間関係を創造する  
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満足度の高いナ叫スの声  

看護現場への期待  
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多様な極値観歴世代目高齢社会が  

≡れからの看護に期待ずる這と  

看護教育プ＼の期待と要望  
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